
(57)【要約】

本発明は、弾性負荷した可動把持部（４）を回転軸（５

）周りに受ける固定把持部（２）と、その一端に鼻部（

２５）を頑丈に固着した固定挟持部（３）と、可動挟持

部（６）を備える骨鉗子型外科医療具に係る。可動挟持

部は、可動把持部（４）を回転軸（５）周りに回動させ

てその自由端の鋭利な縁（４５）を固定挟持部（３）の

鋭利な縁（２７）と協働させたときに、固定挟持部（３

）上を並進移動する。前記可動挟持部（６）は骨組織の

截取片（５６）を格納する内部通路（４４）を備え、一

方で固定挟持部（３）は可動挟持部（６）と協働し截取

した骨組織の断片（５６）が通路（４４）の延長内に配

設された可動挟持部（６）内の空間（４１）に挿通され

る移送手段（３０）を備える。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
弾 性 負 荷 し た 可 動 把 持 部 （ ４ ） を 回 転 軸 （ ５ ） 周 り に 受 け る 固 定 把 持 部 （ ２ ） と 、 そ の 一
端 に 切 断 輪 郭 を 有 す る 鼻 部 （ ２ ５ ） を 固 着 し た 固 定 挟 持 部 （ ３ ） と 、 可 動 把 持 部 （ ４ ） が
回 転 軸 （ ５ ） 周 り に 回 動 す る 際 に 固 定 挟 持 部 （ ３ ） 上 を 並 進 案 内 さ れ 、 切 断 縁 （ ４ ５ ） を
有 す る 自 由 端 が 固 定 挟 持 部 （ ３ ） の 切 断 縁 （ ２ ７ ） と 協 働 す る 可 動 挟 持 部 （ ６ ） を 備 え る
骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 で あ っ て 、
前 記 可 動 挟 持 部 （ ６ ） が 骨 組 織 の 截 取 片 （ ５ ６ ） の 格 納 部 を 形 成 す る 内 部 通 路 （ ４ ４ ） を
備 え 、 一 方 で 固 定 挟 持 部 （ ３ ） が 可 動 挟 持 部 （ ６ ） と 協 働 し 、 可 動 挟 持 部 （ ６ ） に 属 し 、
通 路 （ ４ ４ ） の 延 長 部 内 に 位 置 す る 空 間 （ ４ １ ） へ 骨 組 織 の 截 取 片 （ ５ ６ ） を 進 入 さ せ る
移 送 手 段 （ ３ ０ ） を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 可 動 挟 持 部 （ ６ ） は 、 開 口 す る 内 部 孔 （ ４ １ ） を 備 え る 筒 状 管 （ ４ ０ ） と 、 延 長 部 （
４ ２ ） と 、 ふ し 状 の 面 を 伴 う 第 １ の 部 分 （ ５ １ ） 及 び 駆 動 ス ピ ン ド ル （ ５ ４ ） を 固 着 し た
少 な く と も 一 つ の 横 長 ハ ウ ジ ン グ （ ５ ３ ） を 伴 う 第 ２ の 部 分 （ ５ ２ ） で 形 成 し た リ ン グ （
５ ０ ） か ら な る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 固 定 挟 持 部 （ ３ ） は 、 Ｕ 形 中 実 断 面 を 有 す る 細 長 い 装 着 板 の 形 を し た 延 長 部 （ ２ ４ ）
の 内 部 孔 （ ３ ３ ） を 備 え る 筒 状 管 （ ２ ３ ） と 、 ス ト ッ パ （ ３ ８ ） に 固 着 し た 筒 状 肩 部 （ ３
７ ） か ら な る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 移 送 手 段 は 、 前 記 固 定 挟 持 部 （ ３ ） に 固 着 さ れ 、 動 作 位 置 に お い て 前 記 可 動 挟 持 部 （
６ ） の 空 間 （ ４ １ ） 内 へ 進 入 す る 肩 部 （ ３ ０ ） か ら な る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 肩 部 （ ３ ０ ） は 、 前 記 孔 （ ３ ３ ） 内 部 で か つ 前 記 固 定 挟 持 部 （ ３ ） の 前 記 筒 状 管 （ ２
３ ） の 内 壁 （ ３ ５ ） 上 方 に 配 設 し た 細 長 い 部 分 （ ３ ４ ） を 備 え 、 前 記 可 動 挟 持 部 （ ６ ） の
前 記 筒 状 管 （ ２ ３ ） の 壁 が 動 作 位 置 内 で 摺 動 す る 湾 曲 輪 郭 の ス ロ ッ ト （ ５ ５ ） を 画 定 す る
、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 延 長 部 （ ４ ２ ） は 、 そ の 全 長 に 亘 り 、 前 記 縁 ４ ５ か ら 肩 部 ４ ８ に 至 る に 従 い 、 大 き く
な る 断 面 を 有 す る 開 口 基 部 を 有 す る 逆 Ｕ 形 の 内 部 通 路 （ ４ ４ ） を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 延 長 部 （ ４ ２ ） は 、 そ の 自 由 端 に 面 取 り し て 傾 斜 対 向 さ せ た 縁 （ ４ ５ ） を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 通 路 （ ４ ４ ） は 、 ス リ ッ ト （ ４ ７ ） に よ り 仕 切 ら れ て 摺 動 路 を 構 成 す る 対 向 リ ブ （ ４
６ ） を 前 記 傾 斜 縁 （ ４ ５ ） 近 傍 に 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 リ ン グ （ ５ ０ ） は 、 前 記 可 動 挟 持 部 （ ６ ） の 長 手 方 向 軸 に 平 行 な 横 長 ハ ウ ジ ン グ （ ５
３ ） を 備 え 、 一 方 で 駆 動 ス ピ ン ド ル （ ５ ４ ） が 各 ハ ウ ジ ン グ 内 に 固 定 し て あ り 、 長 手 方 向
軸 に 垂 直 な 方 向 に 導 か れ て 前 記 可 動 把 持 部 （ ４ ） と 協 働 し 、 前 記 可 動 挟 持 部 （ ６ ） を 駆 動
し て 並 進 さ せ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 横 長 ハ ウ ジ ン グ （ ５ ３ ） は 、 リ ン グ （ ５ ０ ） の 周 縁 に 一 様 に 配 置 し て あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 リ ン グ （ ５ ０ ） は 、 た っ た 一 つ の 横 長 ハ ウ ジ ン グ （ ５ ３ ） と た っ た 一 つ の 駆 動 ス ピ ン
ド ル （ ５ ４ ） を 備 え 、 一 方 で 前 記 管 （ ４ ０ ） は 前 記 リ ン グ （ ５ ０ ） 周 り に 自 由 回 転 し 、 前
記 固 定 把 持 部 （ ２ ） に 対 す る 前 記 固 定 挟 持 部 （ ３ ） の 角 度 割 り 出 し に 従 っ て 前 記 可 動 挟 持
部 （ ６ ） が 自 ら 自 動 的 に 位 置 決 め で き る よ う に し て あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 延 長 部 （ ２ ４ ） は 、 前 記 管 （ ２ ３ ） 内 部 の 前 記 肩 部 （ ３ ０ ） で 、 動 作 位 置 に お い て 可
動 挟 持 部 （ ６ ） を 長 手 方 向 に 案 内 す る 溝 （ ３ ２ ） を 、 前 記 固 定 挟 持 部 （ ３ ） の 中 心 軸 上 に
、 画 定 す る 横 方 向 ス ト ッ パ （ ３ １ ） を も っ た 上 縁 （ ２ ８ ） を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 延 長 部 （ ２ ４ ） は 、 そ の 自 由 端 に 、 対 向 す る 面 取 り し た 縁 （ ２ ７ ） を 画 定 す る 中 空 部
（ ２ ６ ） を そ の 肉 厚 内 に 有 す る 鼻 部 （ ２ ５ ） を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 延 長 部 （ ２ ４ ） は 、 前 記 鼻 部 （ ２ ５ ） 近 傍 に 、 動 作 位 置 に お い て 前 記 可 動 挟 持 部 （ ６
） の 長 手 方 向 の 案 内 を 可 能 に す る Ｔ 形 ほ ぞ （ ２ ９ ） を 有 す る 上 縁 （ ２ ８ ） を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 固 定 挟 持 部 （ ３ ） の 前 記 筒 状 管 （ ２ ３ ） の 前 記 壁 （ ３ ５ ） に は 、 前 記 ス ロ ッ ト （ ５ ５
） と 連 通 す る 孔 （ ３ ６ ） が 穿 孔 し て あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 管 （ ２ ３ ） は 、 前 記 肩 部 （ ３ ７ ） に 、 前 記 ス ト ッ パ （ ３ ８ ） と 協 働 し て 前 記 固 定 把 持
部 （ ２ ） 上 の 所 与 の 角 度 位 置 に 前 記 固 定 挟 持 部 （ ３ ） を 割 り 出 し 固 定 さ せ る 肩 部 （ ４ ９ ）
を そ の 内 部 に 具 備 す る ナ ッ ト （ ３ ９ ） を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 固 定 把 持 部 （ ２ ） は 、 固 定 挟 持 部 （ ３ ） を そ の 長 手 方 向 軸 周 り の 異 な る 角 度 位 置 に 配
置 さ せ る 固 定 手 段 を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 固 定 手 段 は 、 切 り 欠 き 部 （ １ ７ ） を 形 成 し た 肩 部 （ １ ６ ） を 画 定 す る 螺 子 付 き 鍔 部 （
１ ５ ） を そ の 一 端 部 に 有 し 、 そ の 少 な く と も 一 つ が 定 め ら れ た 位 置 に 従 っ て 前 記 固 定 挟 持
部 （ ３ ） に 固 着 さ れ た ス ト ッ パ （ ３ ８ ） と 協 働 し 、 一 方 で 前 記 螺 子 付 き 鍔 部 （ １ ５ ） が 固
定 把 持 部 （ ２ ） 上 で 前 記 固 定 挟 持 部 （ ３ ） を 不 動 と す る 締 め 付 け ナ ッ ト （ ３ ９ ） と 協 働 す
る 筒 状 ス リ ー ブ 管 （ ８ ） か ら な る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 筒 状 ス リ ー ブ 管 （ ８ ） は 、 両 端 が 開 口 し か つ 前 記 固 定 把 持 部 （ ２ ） の 上 側 部 分 の 肉 厚
内 に 形 成 さ れ た 円 錐 輪 郭 の ス リ ッ ト （ １ ０ ） と 連 通 す る 内 部 孔 （ ９ ） を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 ス リ ッ ト （ １ ０ ） は 、 前 記 ス リ ー ブ 管 （ ８ ） の 前 記 内 部 孔 （ ９ ） 内 に 開 口 し て 前 記 可
動 挟 持 部 （ ６ ） を 駆 動 す る 駆 動 ス ピ ン ド ル （ ５ ４ ） の 一 つ と 協 働 で き る よ う に し た 前 記 可
動 把 持 部 （ ４ ） の 装 着 板 （ ２ ０ ） を 収 容 す る 設 計 と し て あ る 、
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こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 可 動 把 持 部 （ ４ ） の 前 記 装 着 板 （ ２ ０ ） は 、 動 作 位 置 に お い て 前 記 可 動 挟 持 部 の 前 記
ス ピ ン ド ル （ ５ ４ ） の 一 つ を 収 容 す る よ う 意 図 し た 横 長 ス リ ッ ト （ ２ ２ ） を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 外 科 医 療 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 こ れ に 限 定 は し な い が 、 例 え ば 腹 側 経 路 を 介 す る 内 視 鏡 手 術 向 け を 意 図 し た 、
よ り 一 般 に は ケ リ ソ ン （ Ｋ Ｅ Ｒ Ｒ Ｉ Ｓ Ｓ Ｏ Ｎ ） 鉗 子 と し て 知 ら れ る 外 科 医 療 具 に 係 る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
例 え ば 独 国 特 許 第 ２ ９ ７ １ ８ ９ ６ ９ 号 公 報 に は 、 固 定 挟 持 部 を 形 成 す る 本 体 と 、 弾 性 負 荷
し た 把 持 部 を 介 し て 固 定 挟 持 部 上 を 動 く 可 動 挟 持 部 を 備 え る ポ ン チ 型 外 科 医 療 具 が 開 示 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
可 動 把 持 部 は 一 方 で 回 転 軸 周 り に 回 動 し 、 他 方 で 前 記 可 動 把 持 部 を 本 体 の 固 定 把 持 部 へ 接
続 す る 弾 性 復 帰 手 段 を 有 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 こ の 医 療 具 は 、 弾 性 復 帰 手 段 が そ の 回 転 軸 周 り の 可 動 把 持 部 の 動 き を 制 限 す る こ
と に 留 意 さ れ た い 。 可 動 把 持 部 の 動 き は 本 体 に 形 成 さ れ た ス ト ッ パ と 軸 頭 部 の 取 り 外 し 可
能 な ス ト ッ パ と に よ り 前 進 制 限 さ れ 、 固 定 挟 持 部 の 鼻 部 に 当 接 す る 可 動 挟 持 部 に よ り 後 退
制 限 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
軸 の 取 り 外 し 可 能 な ス ト ッ パ を 作 動 停 止 さ せ た と き に 、 可 動 把 持 部 の 前 進 行 程 を 延 ば す こ
と で 、 可 動 挟 持 部 を 駆 動 す る 駆 動 手 段 を 所 与 の 角 度 位 置 に 配 置 し 、 前 記 挟 持 部 を 所 定 位 置
に 固 定 又 は 後 退 の い ず れ か を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
さ ら に 、 こ の ポ ン チ 型 外 科 医 療 具 は 腹 側 経 路 を 介 す る 内 視 鏡 手 術 向 け を 意 図 し た も の で は
な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 弾 性 負 荷 し た 可 動 把 持 部 を 回 転 軸 周 り に 受 け る 固 定
把 持 部 と 、 そ の 一 端 に 切 断 輪 郭 を 有 す る 鼻 部 を 固 着 し た 固 定 挟 持 部 と 、 可 動 把 持 部 が 回 転
軸 周 り に 回 動 す る 際 に 固 定 挟 持 部 上 を 並 進 案 内 さ れ 、 切 断 縁 を 有 す る 自 由 端 が 固 定 挟 持 部
の 切 断 縁 と 協 働 す る 可 動 挟 持 部 を 備 え 、 前 記 可 動 挟 持 部 が 骨 組 織 の 截 取 片 の 格 納 部 を 形 成
す る 内 部 通 路 を 備 え 、 一 方 で 固 定 挟 持 部 が 可 動 挟 持 部 と 協 働 し 、 可 動 挟 持 部 に 属 し 、 通 路
の 延 長 部 内 に 位 置 す る 空 間 へ 骨 組 織 の 截 取 片 を 進 入 さ せ る 移 送 手 段 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 開 口 す る 内 部 孔 を 備 え る 筒 状 管 と 、 延 長 部 と 、 ふ し
状 の 面 を 伴 う 第 １ の 部 分 及 び 駆 動 ス ピ ン ド ル を 固 着 し た 横 長 ハ ウ ジ ン グ を 伴 う 第 ２ の 部 分
で 形 成 し た リ ン グ か ら な る 可 動 挟 持 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 Ｕ 形 状 中 実 断 面 を 有 す る 細 長 い 装 着 板 の 形 を し た 延
長 部 の 内 部 孔 を 備 え る 筒 状 管 と 、 ス ト ッ パ に 固 着 し た 筒 状 肩 部 か ら な る 固 定 挟 持 部 を 備 え
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 固 定 挟 持 部 に 固 着 さ れ 、 動 作 位 置 に お い て 可 動 挟 持
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部 の 空 間 内 へ 進 入 す る 肩 部 か ら な る 移 送 手 段 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 孔 内 部 で か つ 固 定 挟 持 部 の 筒 状 管 の 内 壁 上 方 に 配 設
し た 細 長 い 部 分 を 備 え 、 可 動 挟 持 部 の 筒 状 管 の 壁 が 動 作 位 置 内 で 摺 動 す る 湾 曲 輪 郭 の ス ロ
ッ ト を 画 定 す る 肩 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 そ の 全 長 に 亘 り 、 開 口 基 部 を 有 す る 逆 Ｕ 形 の 内 部 通
路 を 備 え る 延 長 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 そ の 自 由 端 に 面 取 り し て 傾 斜 対 向 さ せ た 縁 を 備 え る
延 長 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 ス リ ッ ト に よ り 仕 切 ら れ て 摺 動 路 を 構 成 す る 対 向 リ
ブ を 傾 斜 縁 近 傍 に 備 え る 通 路 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 可 動 挟 持 部 の 長 手 方 向 軸 に 平 行 な 横 長 ハ ウ ジ ン グ を
備 え 、 一 方 で 駆 動 ス ピ ン ド ル が 各 ハ ウ ジ ン グ 内 に 固 定 し て あ り 、 長 手 方 向 軸 に 垂 直 な 方 向
に 導 か れ て 可 動 把 持 部 と 協 働 し 、 可 動 挟 持 部 を 駆 動 し て 並 進 さ せ る リ ン グ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 リ ン グ の 周 縁 に 一 様 に 配 置 し て あ る 横 長 ハ ウ ジ ン グ
を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 た っ た 一 つ の 横 長 ハ ウ ジ ン グ と た っ た 一 つ の 駆 動 ス
ピ ン ド ル を 備 え 、 一 方 で 前 記 管 は リ ン グ 周 り に 自 由 回 転 し 、 固 定 把 持 部 に 対 す る 固 定 挟 持
部 の 角 度 割 り 出 し に 従 っ て 可 動 挟 持 部 が 自 ら 自 動 的 に 位 置 決 め で き る よ う に し て あ る リ ン
グ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 管 内 部 の 肩 部 で 、 動 作 位 置 に お い て 可 動 挟 持 部 を 長
手 方 向 に 案 内 す る 溝 を 、 固 定 挟 持 部 の 中 心 軸 上 に 、 画 定 す る 横 方 向 ス ト ッ パ を も っ た 上 縁
を 備 え る 延 長 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 そ の 自 由 端 に 、 対 向 す る 面 取 り し た 縁 を 画 定 す る 中
空 部 を そ の 肉 厚 内 に 有 す る 鼻 部 を 備 え る 延 長 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 鼻 部 近 傍 に 、 動 作 位 置 に お い て 可 動 挟 持 部 の 長 手 方
向 の 案 内 を 可 能 に す る Ｔ 形 ほ ぞ を 有 す る 上 縁 を 備 え る 延 長 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 固 定 挟 持 部 の 筒 状 管 の 壁 に 、 湾 曲 輪 郭 の ス ロ ッ ト と
連 通 す る 孔 が 穿 孔 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 肩 部 に 、 ス ト ッ パ と 協 働 し て 固 定 把 持 部 上 の 所 与 の
角 度 位 置 に 固 定 挟 持 部 を 割 り 出 し 固 定 さ せ る 溝 を そ の 内 部 に 具 備 す る ナ ッ ト を 備 え る 管 を
備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 固 定 挟 持 部 を そ の 長 手 方 向 軸 周 り の 異 な る 角 度 位 置
に 配 置 さ せ る 固 定 手 段 を 備 え る 固 定 把 持 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 切 り 欠 き 部 を 形 成 し た 肩 部 を 画 定 す る 螺 子 付 き 鍔 部
を そ の 一 端 部 に 有 し 、 そ の 少 な く と も 一 つ が 定 め ら れ た 位 置 に 従 っ て 固 定 挟 持 部 に 固 着 さ
れ た ス ト ッ パ と 協 働 し 、 一 方 で 螺 子 付 き 鍔 部 が 固 定 把 持 部 上 で 固 定 挟 持 部 を 不 動 と す る 締
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め 付 け ナ ッ ト と 協 働 す る 筒 状 ス リ ー ブ 管 か ら な る 固 定 手 段 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 両 端 が 開 口 し か つ 固 定 把 持 部 の 上 側 部 分 の 肉 厚 内 に
形 成 さ れ た 円 錐 輪 郭 の ス リ ッ ト と 連 通 す る 内 部 孔 を 備 え る 筒 状 ス リ ー ブ 管 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 ス リ ー ブ 管 の 内 部 孔 内 に 開 口 し て ス ピ ン ド ル す な わ
ち 可 動 挟 持 部 の ス ピ ン ド ル の 一 つ と 協 働 で き る よ う に し た 可 動 把 持 部 の 装 着 板 を 収 容 す る
設 計 と し て あ る ス リ ッ ト を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 に よ る 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 は 、 動 作 位 置 に お い て 可 動 挟 持 部 の ス ピ ン ド ル の 一 つ を
収 容 す る よ う 意 図 し た 横 長 ス リ ッ ト を 備 え る 可 動 把 持 部 の 装 着 板 を 備 え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
非 限 定 的 な 実 施 形 態 に よ り も た ら さ れ る 添 付 図 面 を 参 照 す る 以 下 の 説 明 は 、 本 発 明 が 有 す
る 特 徴 と 本 発 明 が 提 供 す る と 思 わ れ る 利 点 に つ い て の 本 発 明 の 良 好 な 理 解 の た め に 資 す る
も の と な ろ う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 １ は 、 固 定 挟 持 部 ３ が 大 雑 把 に は 水 平 面 上 に 固 定 さ れ た 固 定 把 持 部 ２ で 出 来 た 本 体 を 備
え る 「 ケ リ ソ ン （ Ｋ Ｅ Ｒ Ｒ Ｉ Ｓ Ｓ Ｏ Ｎ ） 」 鉗 子 す な わ ち 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具 １ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
外 科 医 療 具 １ は 、 固 定 把 持 部 ２ を 挿 通 す る 回 転 軸 ５ 周 り に 回 動 し て 可 動 挟 持 部 ６ を 長 手 方
向 に 動 か す 可 動 把 持 部 ４ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
可 動 把 持 部 ４ は リ ー フ 形 ば ね ７ に よ り 固 定 把 持 部 ２ に 接 続 し て あ り 、 可 動 把 持 部 ４ を 各 回
動 動 作 後 に 単 一 の 始 動 位 置 へ 配 置 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
外 科 医 療 具 １ の 固 定 挟 持 部 ３ は 、 可 動 把 持 部 ４ に 力 を 加 え た と き に 前 記 固 定 挟 持 部 ３ 上 を
長 手 方 向 前 後 に 摺 動 す る 可 動 挟 持 部 ６ と 協 働 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ２ は 、 中 空 の 筒 状 ス リ ー ブ 管 ８ か ら な る 固 定 手 段 を そ の 上 側 部 分 で か つ 水 平 方 向 に 固 着
し た 外 科 医 療 具 １ の 固 定 把 持 部 ２ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
筒 状 ス リ ー ブ 管 ８ は 、 両 端 が 開 口 し 、 固 定 把 持 部 の 上 側 部 分 の 肉 厚 内 に 形 成 し た 円 錐 輪 郭
の ス リ ッ ト １ ０ と 連 通 す る 内 部 孔 ９ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の ス リ ッ ト １ ０ は 対 向 縁 １ １ ， １ ２ に よ り 画 定 し て あ り 、 該 ス リ ッ ト の 最 大 開 口 側 が 筒
状 ス リ ー ブ 管 ８ に 面 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
固 定 把 持 部 ２ は 、 回 転 軸 ５ を 収 容 し て 可 動 把 持 部 ４ を 回 転 案 内 す る 意 図 を も つ 鍵 穴 形 状 を
し た 孔 １ ４ が 穿 孔 さ れ た 切 欠 円 形 状 を な す ラ グ １ ３ を ス リ ッ ト １ ０ の 各 側 に 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
固 定 把 持 部 ２ の ス リ ッ ト １ ０ 内 部 の 回 転 軸 ５ 周 り の 可 動 把 持 部 ４ の 最 大 行 程 は 、 同 一 出 願
人 名 に よ る 特 許 出 願 に 既 に 記 載 し た 如 く 対 向 縁 １ １ ， １ ２ に よ り 画 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
筒 状 ス リ ー ブ 管 ８ に は 固 定 把 持 部 ２ の 上 側 部 分 を 上 回 る 大 き な 長 さ を 与 え て あ り 、 こ れ に
よ り 前 記 ス リ ー ブ 管 の 各 自 由 端 は 簡 単 に ア ク セ ス さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
筒 状 ス リ ー ブ 管 ８ は 、 該 ス リ ー ブ 管 の 周 縁 部 沿 い に 切 り 欠 き 部 １ ７ を 一 様 に 配 置 す る よ う
に な し た 肩 部 １ ６ を 画 定 す る 螺 子 付 き 鍔 部 １ ５ を そ の 一 端 部 に 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-503837 A 2005.2.10



図 ３ は 、 長 さ の よ り 長 い 第 ２ の 枝 部 １ ９ が 延 出 す る 長 さ の 短 い 第 １ の 枝 部 １ ８ か ら な る ク
ラ ン ク 状 輪 郭 を 有 す る 外 科 医 療 具 １ の 可 動 把 持 部 ４ を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
第 １ の 枝 部 １ ８ は 、 第 ２ の 枝 部 １ ９ の 対 向 端 に お い て 、 開 口 す る 横 長 ス リ ッ ト ２ ２ と 連 通
す る 孔 ２ １ を 穿 孔 し た フ ォ ー ク を 形 成 す る 装 着 板 ２ ０ で 延 ば し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
孔 ２ １ は 、 横 長 ス リ ッ ト ２ ２ よ り も 若 干 大 き な 径 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
孔 ２ １ は 回 転 軸 ５ を 収 容 す る よ う 設 計 し て あ り 、 こ れ に よ り 外 科 医 療 具 １ の 固 定 把 持 部 ２
の ス リ ッ ト １ ０ 内 に 装 着 し た と き に 、 可 動 把 持 部 ４ が こ の 軸 周 り に 回 動 で き る よ う に し て
あ る 。 装 着 板 ２ ０ 内 に 形 成 さ れ た 横 長 ス リ ッ ト ２ ２ の 自 由 端 が 固 定 把 持 部 ２ の ス リ ー ブ 管
８ の 孔 ９ 内 に 開 口 し て 可 動 挟 持 部 ６ と 協 働 す る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ４ ， ５ ， １ １ は 、 Ｕ 形 中 実 断 面 を 有 す る 細 長 い 装 着 板 の 形 を し た 延 長 部 ２ ４ を そ の 一 端
に 固 着 し た 筒 状 管 ２ ３ を 備 え る 外 科 医 療 具 １ の 固 定 挟 持 部 ３ を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の 延 長 部 ２ ４ は 、 該 延 長 部 の 上 縁 ２ ８ に 対 し 傾 斜 す る 対 向 縁 ２ ７ を 画 定 す る 中 空 部 ２ ６
を そ の 肉 厚 内 に 有 す る 鼻 部 ２ ５ を そ の 自 由 端 に 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
鼻 部 ２ ５ の 縁 ２ ７ は 、 機 械 加 工 し て あ っ て 骨 片 截 取 用 の 截 取 要 素 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
延 長 部 ２ ４ は 、 そ の 全 行 程 沿 い に 可 動 挟 持 部 ６ の 長 手 方 向 の 案 内 を 可 能 に す る Ｔ 形 ほ ぞ ２
９ を 鼻 部 ２ ５ 近 傍 に 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
延 長 部 ２ ４ に は 、 そ の 二 つ の 面 に 内 視 鏡 手 術 に お い て 執 刀 医 を 誘 導 す る 意 図 を 有 す る 目 盛
５ ７ が 備 わ っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
延 長 部 ２ ４ は 、 そ の 鼻 部 ２ ５ に 対 す る 対 向 端 に 筒 状 管 ２ ３ の 下 側 部 分 へ 進 入 す る 肩 部 ３ ０
を 備 え 、 こ の 肩 部 の 一 部 が 前 記 管 内 に 接 合 さ れ て 堅 固 で 確 固 た る 接 続 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
延 長 部 ２ ４ の 上 縁 ２ ８ は 、 管 ２ ３ 内 部 の 肩 部 ３ ０ で 、 可 動 挟 持 部 ６ を 長 手 方 向 に 案 内 す る
ス ロ ッ ト ３ ２ を 、 固 定 挟 持 部 ３ の 中 心 軸 上 に 、 画 定 す る 横 方 向 ス ト ッ パ ３ １ を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
縁 ２ ８ と 平 行 な 横 方 向 ス ト ッ パ ３ １ の 上 縁 が 、 固 定 挟 持 部 ３ の 延 長 部 ２ ４ に お い て 管 ２ ３
の 内 部 孔 ３ ３ の 開 口 を 画 定 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
肩 部 ３ ０ は 、 孔 ３ ３ 内 部 で か つ 筒 状 管 ２ ３ の 内 壁 ３ ５ 上 方 に 配 設 さ れ 、 前 記 管 外 部 に 開 口
す る 孔 ３ ６ に 連 通 す る 湾 曲 輪 郭 の ス ロ ッ ト ５ ５ を 画 定 で き る よ う に す る 細 長 い 部 分 ３ ４ を
備 え る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
孔 ３ ６ は 、 固 定 挟 持 部 ３ を 形 成 す る 管 ２ ３ の 孔 ３ ３ を 清 掃 す る た め に 加 圧 物 を 注 入 で き る
よ う に す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
固 定 挟 持 部 ３ の 管 ２ ３ は 、 そ の 外 周 縁 部 で か つ 延 長 部 ２ ４ の 反 対 側 の 箇 所 に ス ト ッ パ ３ ８
に 固 着 し た 筒 状 肩 部 ３ ７ を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
管 ２ ３ は 、 ス ト ッ パ ３ ８ の 通 過 を 許 容 す る 肩 部 ４ ９ を そ の 内 側 部 分 に 備 え る ナ ッ ト ３ ９ を
肩 部 ３ ７ に 備 え て い る （ 図 ８ ） 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
固 定 挟 持 部 ３ は 、 ス ト ッ パ ３ ８ を 対 応 す る 切 り 欠 き 部 １ ７ と 協 働 さ せ 、 ナ ッ ト ３ ９ を 鍔 部
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１ ５ に 螺 着 し た と き に 固 定 把 持 部 ２ 上 に 固 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
図 １ ２ に 示 す 第 ２ バ ー ジ ョ ン で は 、 固 定 挟 持 部 の 管 ２ ３ に は 、 そ の 外 周 縁 部 で か つ 延 長 部
２ ４ の 反 対 側 の 箇 所 に そ の 一 部 が ス リ ッ ト ６ １ を 有 す る 筒 状 二 重 肩 部 ３ ７ が 備 わ っ て い る
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
こ の ス リ ッ ト は 、 弾 性 リ ン グ ５ ９ 上 に 設 け ら れ た ス タ ブ ６ ０ に 対 応 し 、 こ の リ ン グ を 肩 部
３ ７ 周 り に 不 動 と す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
二 重 肩 部 ３ ７ に お け る 管 ２ ３ は 、 ナ ッ ト ３ ９ を 備 え 、 そ の 内 側 部 分 に は 、 そ の 放 射 状 方 向
の 伸 長 を 邪 魔 さ れ る こ と な し に 装 着 さ れ た 弾 性 リ ン グ ５ ９ の 通 過 を 可 能 に す る 肩 部 ４ ９ を
備 え る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
固 定 挟 持 部 ３ は 、 弾 性 リ ン グ ５ ９ の 割 り 出 し フ ィ ン ガ ６ ２ が 肩 部 １ ６ の 切 り 欠 き 部 １ ７ の
一 つ と 協 働 す る と き に 固 定 把 持 部 ２ 上 に 固 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
か く し て 、 固 定 把 持 部 ２ の 肩 部 １ ６ が 外 科 医 療 具 １ の 用 途 に 応 じ て 放 射 状 方 向 か 軸 方 向 の
ど ち ら か と な る 異 な る 切 り 欠 き 輪 郭 １ ７ を 有 す る こ と を 理 解 で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
固 定 挟 持 部 ３ 、 よ り 詳 し く は そ の 鼻 部 ２ ５ は 、 ス リ ー ブ 管 ８ の 周 縁 に 適 用 さ れ て こ の 固 定
挟 持 部 ３ を 固 着 す る 切 り 欠 き 部 １ ７ の 角 度 位 置 に 応 じ 、 外 科 医 の 選 択 と 執 刀 す る そ の 手 術
に 応 じ て 、 水 平 軸 周 り の 異 な る 平 面 に 配 設 で き る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
図 ６ ， ７ は 、 中 空 断 面 形 状 が 逆 Ｕ 形 を な す 細 長 い 装 着 板 を 形 成 す る 延 長 部 ４ ２ が 、 一 方 の
端 部 に 接 合 さ れ た 、 開 口 す る 内 部 孔 ４ １ を 備 え る 筒 状 管 ４ ０ か ら な る 可 動 挟 持 部 ６ を 示 す
。
【 ０ ０ ６ ４ 】
延 長 部 ４ ２ の 全 長 に 沿 う 外 縁 ４ ３ は 、 そ の 基 部 が 開 口 す る 逆 Ｕ 形 の 形 状 を な す 内 部 通 路 ４
４ を 画 定 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
こ の 延 長 部 ４ ２ は 、 そ の 自 由 端 に お い て 傾 斜 対 向 さ せ た 縁 ４ ５ を 備 え 、 こ れ ら は 面 取 り さ
れ て お り 、 一 方 が 外 縁 ４ ３ に 対 し て 外 側 を 向 い て お り 、 他 方 が 通 路 ４ ４ 内 部 へ 向 か っ て い
る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
通 路 ４ ４ は 、 傾 斜 縁 ４ ５ 近 傍 に ス リ ッ ト ４ ７ に よ っ て 仕 切 ら れ て 固 定 挟 持 部 ３ の 延 長 部 ２
４ の Ｔ 形 ほ ぞ ２ ９ と 協 働 す る 摺 動 路 を 形 成 す る 対 向 リ ブ ４ ６ を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
傾 斜 縁 ４ ５ の 反 対 側 に 、 延 長 部 ４ ２ は 筒 状 管 ４ ０ の 上 側 部 分 で 内 部 に 接 合 さ れ て 堅 固 で 確
固 た る 接 続 を 形 成 す る 肩 部 ４ ８ を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
逆 Ｕ 形 の 内 部 通 路 ４ ４ は 筒 状 管 ４ ０ の 内 部 孔 ４ １ 内 に 開 口 さ せ て あ り 、 そ の 開 口 基 部 が 前
記 管 の 下 側 部 分 へ 面 す る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
通 路 ４ ４ の 内 部 輪 郭 が 、 傾 斜 縁 ４ ５ か ら 肩 部 ４ ８ の 端 部 へ 向 け て 増 大 す る こ と に 留 意 さ れ
た い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
内 部 通 路 ４ ４ は 、 そ れ ぞ れ 固 定 挟 持 部 ３ と 可 動 挟 持 部 ６ の 面 取 り 縁 ２ ７ ， ４ ５ を 用 い て 截
取 し た 骨 片 ５ ６ を 格 納 す る 格 納 部 を 構 成 す る よ う 設 計 し て あ る こ と に 留 意 さ れ た い （ 図 ９
） 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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筒 状 管 ４ ０ は 、 延 長 部 ４ ２ の 反 対 側 で 前 記 管 の 径 を 上 回 る 外 径 の 筒 状 リ ン グ ５ ０ に 固 着 し
て あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
リ ン グ ５ ０ は 、 可 動 挟 持 部 ６ を 保 持 す る ふ し 状 の 面 を 伴 う 第 １ の 部 分 ５ １ と 、 駆 動 ス ピ ン
ド ル ５ ４ を 固 着 し た 横 長 ハ ウ ジ ン グ ５ ３ を 伴 う 第 ２ の 部 分 ５ ２ と か ら 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
横 長 ハ ウ ジ ン グ ５ ３ は 、 固 定 把 持 部 ２ の ス リ ー ブ 管 ８ の 周 縁 に 形 成 し た 切 り 欠 き 部 １ ７ に
つ い て 意 図 し た も の と 同 じ 角 度 方 向 に リ ン グ ５ ０ の 周 縁 に 一 様 に 配 置 し て あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
横 長 ハ ウ ジ ン グ 部 ５ ３ は 可 動 挟 持 部 ６ の 長 手 方 向 軸 に 平 行 に し て あ り 、 そ の 一 方 で 各 ハ ウ
ジ ン グ 内 に 固 定 し た 駆 動 ス ピ ン ド ル ５ ４ は 長 手 方 向 軸 に 垂 直 な 方 向 に 向 け て あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
可 動 挟 持 部 ６ を 固 定 挟 持 部 ３ 内 部 に 設 け る 前 に 、 可 動 把 持 部 ４ は 回 転 軸 ５ に よ り 固 定 把 持
部 ２ 内 に 装 着 さ れ 、 こ れ に よ り そ の 横 長 ス リ ッ ト ２ ２ が 器 具 背 面 に 向 か う 方 向 を 向 く よ う
に し て あ る （ 図 ８ ） 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
可 動 挟 持 部 ６ は 、 可 動 把 持 部 ２ に 固 着 さ れ て そ の 上 に 固 定 挟 持 部 ３ を 固 定 す る ナ ッ ト ３ ９
を 取 り 付 け ら れ た ス リ ー ブ 管 ８ 内 に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
可 動 挟 持 部 ６ の 延 長 部 ４ ２ は 固 定 挟 持 部 ３ の 延 長 部 ２ ４ 上 方 に 着 座 し 、 こ れ に よ り リ ブ ４
６ と ス リ ッ ト ４ ７ が 鼻 部 ２ ５ 近 傍 に 備 わ る ほ ぞ ２ ９ と 協 働 す る （ 図 １ ０ ） 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
ま た 、 可 動 挟 持 部 ６ が 所 定 の 場 所 に 固 定 さ れ る と 、 外 部 縁 ４ ３ は 固 定 挟 持 部 ３ の 延 長 部 ２
４ の 肩 部 ３ ０ に 備 わ っ た 溝 ３ ２ 内 を 案 内 さ れ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
可 動 挟 持 部 ６ は 、 固 定 把 持 部 ２ に 対 す る 固 定 挟 持 部 ３ の 位 置 に 従 っ て 案 内 手 段 ２ ９ ， ４ ６
， ４ ７ 及 び ３ ２ ， ４ ３ に よ り 一 つ の 角 度 位 置 に 自 動 的 に 割 り 出 さ れ 、 こ れ に よ り リ ン グ ５
０ の 駆 動 ス ピ ン ド ル ５ ４ の 一 つ が 可 動 把 持 部 ４ の ス リ ッ ト ２ ２ に 進 入 す る （ 図 ８ ） 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
図 ６ ｂ ， ７ ｂ は 、 た っ た 一 つ の 横 長 ハ ウ ジ ン グ ５ ３ と た っ た 一 つ の 駆 動 ス ピ ン ド ル ５ ４ で
形 成 さ れ て な る 可 動 挟 持 部 ６ の リ ン グ ５ ０ の 代 替 形 状 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ １ 】
こ こ で 、 可 動 挟 持 部 ６ の 管 は リ ン グ ５ ０ 周 り に 自 由 回 転 し 、 固 定 把 持 部 ２ に 対 す る 固 定 挟
持 部 ３ の 角 度 割 り 出 し に 従 っ て 可 動 挟 持 部 は 自 ら 自 動 的 に 位 置 決 め す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
例 え ば 、 管 ４ ０ は リ ン グ ５ ０ に 対 し 管 を 回 転 さ せ る ラ ン ニ ン グ バ ン ド ５ ８ を 嵌 め 終 え た 後
に リ ン グ ５ ０ 上 に ク リ ン プ さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
最 後 に 、 一 カ 所 の し っ か り し た ポ イ ン ト が 横 長 ハ ウ ジ ン グ ５ ３ を 通 路 ４ ４ の 軸 に 沿 っ て 引
き 戻 さ せ 、 可 動 挟 持 部 ６ の 導 入 と 固 定 挟 持 部 ３ の 固 定 把 持 部 ２ 上 へ の 事 前 の 配 向 を よ り 簡
単 な も の と し よ う 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
可 動 把 持 部 ４ は 本 出 願 人 が 所 有 者 で あ る 欧 州 特 許 第 １ ０ ７ ５ ２ ２ ０ 号 公 報 或 い は 特 許 Ｐ Ｃ
Ｔ ／ Ｆ Ｒ ９ ９ 　 ０ １ ５ ２ ８ の 公 報 の い ず れ に も 記 載 し た 回 転 軸 ５ の 横 方 向 変 位 に よ り 決 ま
る 様 々 な 動 作 角 度 位 置 を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
図 ９ ， １ ０ は 、 外 科 医 が 可 動 把 持 部 ４ を 操 作 す る と き の 外 科 医 療 具 １ の 固 定 挟 持 部 ３ に 対
す る 可 動 挟 持 部 ６ の 動 作 に お け る 長 手 方 向 の 動 き を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
図 １ ０ は 、 い わ ば 可 動 挟 持 部 ６ の 面 取 り し た 縁 ４ ５ が 固 定 挟 持 部 ３ の 鼻 部 ２ ５ の 縁 ２ ７ か
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ら 最 も 離 れ て い る と き の 拡 開 位 置 に あ る 外 科 医 療 具 １ を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
こ の 拡 開 位 置 で は 、 可 動 挟 持 部 ６ の 筒 状 管 ４ ０ の 下 側 部 分 が 、 固 定 挟 持 部 ３ の 、 管 ２ ３ の
内 壁 ３ ５ と 延 長 部 ２ ４ の 肩 部 ３ ０ の 細 長 い 部 分 ３ ４ と に よ り 画 定 さ れ た 湾 曲 輪 郭 の ス ロ ッ
ト ５ ５ と 協 働 す る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
ま た 、 こ の 拡 開 位 置 で は 、 固 定 挟 持 部 ３ の 延 長 部 ２ ４ を 案 内 す る ほ ぞ ２ ９ が 依 然 と し て 可
動 挟 持 部 ６ の 延 長 部 ４ ２ の リ ブ ４ ６ に よ り 画 定 さ れ た ス リ ッ ト ４ ７ と 協 働 す る こ と に 留 意
さ れ た い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
図 １ ０ は 、 い わ ば 各 挟 持 部 ３ ， ６ の 面 取 り 縁 ２ ７ ， ４ ５ が 互 い に 圧 接 し て い る と き の 閉 位
置 に あ る 外 科 医 療 具 １ を 示 す 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
こ の 位 置 で は 、 こ の 挟 持 部 が 弾 性 復 帰 を 介 し て 図 ９ に 説 明 し 図 示 し た 開 位 置 に 復 帰 す る 前
に 、 外 科 医 は 一 片 の 組 織 ５ ６ す な わ ち 可 動 挟 持 部 ６ の 延 長 部 ４ ２ の 内 部 通 路 ４ ４ 内 に 収 集
さ れ る 骨 を 截 取 し た ば か り で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
か く し て 、 可 動 把 持 部 ４ 上 の 反 復 運 動 に よ り 可 動 挟 持 部 ６ は 固 定 挟 持 部 ３ に 対 し 拡 開 位 置
と 閉 位 置 の 間 で 動 か さ れ 、 外 科 医 に 骨 組 織 ５ ６ を 截 取 さ せ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
こ れ ら の 反 復 運 動 に よ り 、 骨 組 織 ５ ６ の 一 様 か つ 連 続 的 な 截 取 が 可 能 と さ れ 、 截 取 片 を 格
納 す る 格 納 部 を 形 成 す る 内 部 通 路 ４ ４ は 徐 々 に 充 た さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
截 取 片 ５ ６ が 可 動 挟 持 部 ６ の 延 長 部 ４ ２ の 通 路 ４ ４ の 内 壁 と 固 定 挟 持 部 ３ の 延 長 部 ２ ４ の
上 縁 ２ ８ と に よ り 横 方 向 に 保 持 さ れ る こ と は 、 特 筆 に 値 し 得 る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
外 科 医 が 連 続 的 な 截 取 を 行 な う と 通 路 ４ ４ は 次 第 に 充 た さ れ る の で 、 こ の 通 路 に 十 分 な 容
量 を 持 た せ 、 か つ ま た 截 取 片 ５ ６ が 固 定 挟 持 部 ３ に 対 す る 可 動 挟 持 部 ６ の 摺 動 を 妨 げ な い
よ う に す る こ と が 肝 要 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
通 路 ４ ４ 内 に 収 容 さ れ た 截 取 片 ５ ６ は 、 器 具 １ を 閉 じ る 度 に 、 面 取 り し た 縁 ２ ７ ， ４ ５ に
よ り 截 取 さ れ た 次 の 破 片 に よ り こ の 通 路 内 に 押 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
こ れ ら の 連 続 的 な 截 取 動 作 が 徐 々 に 最 初 の 截 取 片 を 可 動 挟 持 部 の 筒 状 管 ４ ０ 内 に 搬 送 す る
が 、 孔 ４ １ が 画 定 す る 内 部 空 間 は 通 路 ４ ４ 内 の 空 間 よ り も 大 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
内 部 孔 ４ １ 内 に 截 取 片 ５ ６ を 収 集 す る こ と が 、 前 記 孔 と 通 路 ４ ４ の 間 の 大 き さ の 違 い に よ
り 、 固 定 挟 持 部 ３ 上 で の 可 動 挟 持 部 ６ の 摺 動 を 邪 魔 す る こ と が 決 し て な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
実 際 に 生 ず る の は 、 截 取 片 ５ ６ が 通 路 ４ ４ に 沿 い か つ 固 定 挟 持 部 ３ の 上 縁 ２ ８ に 沿 っ て 円
滑 に 移 動 し 、 そ こ で 可 動 挟 持 部 ６ の 孔 ４ １ 内 に 留 ま る こ と で あ る （ 図 ９ ） 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
か く し て 、 可 動 挟 持 部 ６ の 筒 ４ ４ の 内 部 孔 ４ １ が 大 容 量 の 第 ２ の 格 納 部 を 構 成 し 、 も は や
外 科 医 は 各 截 取 ス ト ロ ー ク ご と に 執 刀 箇 所 か ら 外 科 医 療 具 １ を 取 り 外 さ ね ば な ら な い と い
う こ と は な く な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
前 記 説 明 が 単 に 例 示 と し て 与 え ら れ 、 本 発 明 分 野 を 決 し て 制 約 せ ず 、 説 明 し た 実 施 形 態 の
細 部 が 仮 に 他 の 任 意 の 等 価 物 に よ っ て 置 き 換 え ら れ た と し て も 、 本 発 明 範 囲 か ら の 逸 脱 は
な し 得 な い 筈 で あ る こ と も ま た 理 解 さ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ １ ０ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 外 科 医 療 具 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 外 科 医 療 具 の 固 定 把 持 部 及 び 固 定 挟 持 部 用 固 定 手 段 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 外 科 医 療 具 の 可 動 把 持 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 外 科 医 療 具 の 固 定 挟 持 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 外 科 医 療 具 の 固 定 挟 持 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） は 本 発 明 に よ る 外 科 医 療 具 の 可 動 挟 持 部 を 示 す 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 本 発 明
に よ る 外 科 医 療 具 の 可 動 挟 持 部 駆 動 手 段 の 代 替 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） は 本 発 明 に よ る 外 科 医 療 具 の 可 動 挟 持 部 を 示 す 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 本 発 明
に よ る 外 科 医 療 具 の 可 動 挟 持 部 駆 動 手 段 の 代 替 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 外 科 医 療 具 の 固 定 挟 持 部 及 び 可 動 挟 持 部 と 固 定 把 持 部 及 び 可 動 把 持
部 と の 協 働 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 固 定 挟 持 部 内 部 の 可 動 挟 持 部 の 動 き と 骨 組 織 片 の 移 送 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 固 定 挟 持 部 内 部 の 可 動 挟 持 部 の 動 き と 骨 組 織 片 の 移 送 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に よ る 外 科 医 療 具 の 固 定 把 持 部 上 に 固 定 挟 持 部 を 固 定 す る 手 段 の 代 替 形
態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に よ る 外 科 医 療 具 の 固 定 把 持 部 上 に 固 定 挟 持 部 を 固 定 す る 手 段 の 代 替 形
態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ２ 】
１ 　 骨 鉗 子 型 外 科 医 療 具
２ 　 固 定 把 持 部
３ 　 固 定 挟 持 部
４ 　 可 動 把 持 部
５ 　 回 転 軸
６ 　 可 動 挟 持 部
７ 　 リ ー フ 形 ば ね
８ 　 筒 状 ス リ ー ブ 管
９ 　 内 部 孔
１ ０ 　 ス リ ッ ト
１ １ ， １ ２ 　 縁
１ ３ 　 ラ グ
１ ４ 　 孔
１ ５ 　 螺 子 付 き 鍔 部
１ ６ 　 肩 部
１ ７ 　 切 り 欠 き 部
１ ８ 　 第 １ の 枝 部
１ ９ 　 第 ２ の 枝 部
２ ０ 　 装 着 板
２ １ 　 孔
２ ２ 　 横 長 ス リ ッ ト
２ ３ 　 筒 状 管
２ ４ 　 延 長 部
２ ５ 　 鼻 部
２ ６ 　 中 空 部
２ ７ 　 対 向 縁
２ ８ 　 上 縁
２ ９ 　 Ｔ 形 ほ ぞ
３ ０ 　 肩 部

10

20

30

40

50

(11) JP 2005-503837 A 2005.2.10



３ １ 　 横 方 向 ス ト ッ パ
３ ２ 　 ス ロ ッ ト （ 溝 ）
３ ３ 　 内 部 孔
３ ４ 　 細 長 い 部 分
３ ５ 　 内 壁
３ ６ 　 孔
３ ７ 　 肩 部
３ ８ 　 ス ト ッ パ
３ ９ 　 ナ ッ ト
４ ０ 　 筒 状 管
４ １ 　 内 部 孔
４ ２ 　 延 長 部
４ ３ 　 外 縁
４ ４ 　 通 路
４ ５ 　 対 向 縁
４ ６ 　 対 向 リ ブ
４ ７ 　 ス リ ッ ト
４ ８ 　 肩 部
４ ９ 　 肩 部
５ ０ 　 筒 状 リ ン グ
５ １ 　 第 １ の 部 分
５ ２ 　 第 ２ の 部 分
５ ３ 　 横 長 ハ ウ ジ ン グ
５ ４ 　 駆 動 ス ピ ン ド ル
５ ５ 　 ス ロ ッ ト
５ ６ 　 骨 片
５ ７ 　 目 盛
５ ８ 　 ラ ン ニ ン グ バ ン ド
５ ９ 　 弾 性 リ ン グ
６ ０ 　 ス タ ブ
６ １ 　 ス リ ッ ト
６ ２ 　 フ ィ ン ガ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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加载的可动夹持部分（4），固定夹持部分（3），其具有刚性地固定到
其一端的鼻部（25）， ，以及可移动的抓握部分（6）。可动夹紧部件
使可动夹紧部件（4）绕旋转轴线（5）枢转，并与其自由端的尖锐边缘
（45）与固定夹紧部件（3）的尖锐边缘（27）配合。 （3）移动可动保
持构件（3）时。其特征在于，可动夹紧部件（6）包括用于存储骨组织
切割件（56）的内部通道（44），而固定夹紧部件（3）与可动夹紧部件
（6）配合（56）设置有传送装置（30），该传送装置插入设置在通道
（44）的延伸部分中的可移动夹紧部分（6）中的空间（41）中。
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